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(訂正)クリード・オフィス投資法人の格付け見直しについて 

 

クリード・オフィス投資法人(以下「本投資法人」)では、平成 20 年 10 月 31 日付で発表いたしまし

た「クリード・オフィス投資法人の格付け見直しについて」につき、下記の通り記載の一部を訂正いた

します。なお修正箇所につきましては、下線部で示しております。  

 

記 

 

1. 訂正内容 

【訂正前】 

3. 本投資法人の業績に与える影響について 

 

今回の格下げが本投資法人の業績に与える影響については、現在本投資法人が調達している

借入金のうち、株式会社新生銀行より調達している借入金 105 億円について、金銭消費貸借契約

の中にダウングレード条項が入っており、同借入金の金利スプレッドが、次回の金利決定時（今

年 12 月末）から 0.8%引き上げされるため、その分の金利負担の増加により第 6 期（2009 年 4

月期）の分配金が減少する見込みです。 

本投資法人においては、既に第 6期の分配金予想を 9，000 円と発表しておりますが、上記の

金利上昇が発生した場合、同期の分配金については約 160 円の減配となります。また中期的には、

今後の既存借入金に対するリファイナンス資金の調達の際に、金利コストの増加等の悪影響が出

る懸念があります。(以下、省略) 

 

 

 

 

 



 

 

 

【訂正後】 

3. 本投資法人の業績に与える影響について 

 

今回の格下げが本投資法人の業績に与える影響については、現在本投資法人が調達している

借入金のうち、株式会社新生銀行より調達している借入金 105 億円について、金銭消費貸借契約

の中にダウングレード条項が入っており、同借入金の金利スプレッドが、次回の金利決定時（今

年 12 月末）から 1.3%引き上げされるため、その分の金利負担の増加により第 6 期（2009 年 4

月期）の分配金が減少する見込みです。 

本投資法人においては、既に第 6 期の分配金予想を 9，000 円と発表しておりますが、上記の

金利上昇が発生した場合、同期の分配金については約 260 円の減配となります。また中期的には、

今後の既存借入金に対するリファイナンス資金の調達の際に、金利コストの増加等の悪影響が出

る懸念があります。(以下、省略) 

 

2. 訂正理由 

   本投資法人と株式会社新生銀行との金銭消費貸借契約においては、契約当初より発行体格付けが

A-格から BBB+(ﾌﾟﾗｽ)格に変更となった場合は 0.8%の金利引き上げ、BBB(ﾌﾗｯﾄ)格以下となった場合は

1.3%の引き上げと定められており、今回本投資法人の格付けが A-から BBB(ﾌﾗｯﾄ)格に引き下げられた

際に、資産運用会社の方で開示にあたって当該箇所の確認を怠り、記載を誤りました。以後、このよ

うなことがなきよう、十分に注意いたします。 

 

以 上 

 

※ 本資料の配布先：兜町クラブ、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会 

※ 本投資法人のホームページアドレス： http://www.creed-office.co.jp 

 

 

 

 

 


